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豊かな自然に恵まれた山武市を子どもたちの
未来に残していくために……。そんな思いで
始まったエコキャン＠山武。自然に優しいエ
コキャンドルを作って灯し、さんぶの森公園
が幻想的な光で包まれ、多くの家族連れでに
ぎわいました。（12月13日）

ECOCAN＠山武収穫の喜びを味わう

成東文化会館のぎくプラザで第9回山武市社
会福祉大会が開催されました。社会福祉の発
展に尽力された方々の表彰や、小中学生によ
る作文の発表、成年後見制度についての落語
や講演がありました。（11月27日）

第9回山武市社会福祉大会

田植えから稲刈りまでを体験した成東小の5年
生が、田んぼの先生たちを招き、飯ごうでたい
たご飯とカレーで「お米感謝パーティー」を開
きました。自分たちで収穫したお米の味は格別
だったようで、子どもたちは何度もおかわりを
して新米を味わっていました。（12月9日）

11月30日、蓮沼海浜公園をメ
イン会場として第9回さんむ
ロードレース大会が開催され、
1,954人が潮風の中を走り抜け
ました。
ゲストランナーには第6回に

続きエリック・ワイナイナさん
が登場し、大会を盛り上げてく
れました。

潮風の中を走る
第9回さんむロードレース大会

11月23日、第9回山武市産業まつりが、さんぶの森交流センター
あららぎ館広場で開催され大勢の方で賑わいました。
ステージでは、ジャズバンドや太鼓の演奏、ダンスグループのパ

フォーマンスなどが披露され観客の目を楽しませていました。ま
た、普段なかなか近くで見ることがない自衛隊車両（短SAM）も展
示され、子どもから大人まで興味深々で見ていました。
会場は63のブースが立ち並び、新鮮な野菜や加工品に加え、山

武市と交流のある南会津町の特産品も販売され、つきたてのお餅
や焼き肉の無料配布には長蛇の列ができていました。

山武の恵みが勢揃い
第9回山武市産業まつり

自衛隊車両「短SAM」

▲
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蓮沼地区自主防災会連合会が中心となり毎年
行っている防災訓練。今年は蓮沼中に新しく
できた外階段を使って津波避難用外階段昇降
訓練や初期消火訓練などを行いました。また、
炊き出しの配給や、「FMさんむ」の防災情報
の模擬実況放送がありました。（11月16日）

蓮沼地区防災訓練木戸地区津波避難タワー施設見学会

地域の方々の協力により「みどりみふれあいまつり」が緑
海小学校で開催されました。馬とのふれいあいコーナーに
は、船橋競馬場の若手騎手3名が駆けつけ花を添えてくれ
ました。また、今では珍しくなった建前の実演では、五色
の旗がたなびく中、一升餅やたくさんのお餅が投げられ、
子どもたちの歓声が響いていました。（11月9日）

みどりみふれあいまつり

10月23日に完成した木戸地区津波避難タ
ワーの施設見学会を開催しました。見学会
では、多くの住民が、実際に避難タワーに
上って、避難の方法等を確認しました。
（11月15日）

11月22日、第９回山武市生涯学習振興大会を成東文化会館のぎ
くプラザで開催しました。

当日は、さんぶの森元気館ジュニアファンクによるヒップホッ
プダンスと山武市少年海外派遣団のニュージーランド研修報告が
あり、来場者は子ども達の素晴らしい発表に感心させられました。

また、記念イベントとして、テレビなどで話題のサンドアートパ
フォーマンスグループ『SILT （シルト）』の船本恵太さんと安蘭さ
んによるサンドアートを鑑賞。来場者は光と影と砂の粒が織りな
す幻想的な世界に魅了されました。

「野菊の墓」をサンドアートで表現
第9回山武市生涯学習振興大会

高齢者が住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らし続けていけるよう、地
域全体で見守りを行う「高齢者見守りネットワーク」。その高齢者の見守りネッ
トワーク事業の協定を、12月４日、セブン-イレブン・ジャパンと締結しました。

椎名市長からは「一人暮らしや高齢者世帯が年々増加している。まず、地域の
高齢者と顔なじみになり、日常の小さな変化に気づき、緊急時の早期対応につ
ながることに期待をします」とあいさつがありました。

地域で安心して暮らしていけるように
高齢者見守りネットワーク協定締結

11月19日、山武市役所で国土交通省千葉運輸支局と県が主催の交通バリ
アフリー教室が開催されました。この教室では「車いす」「高齢者疑似」「視覚
障がい疑似」体験をし、障がい者や高齢者の方が電車やバスなどを利用する
際の困難さを理解し、サポートの仕方などを学びました。

視覚障がいのある吉井まり子さんからは「転落したことがあり駅のホー
ムが一番怖い。視覚障がい者がホームなどでわからなそうにしている時は
声をかけてもらえるとうれしいです」とお願いがありました。また疑似体験
をした参加者からは「一人で行動するのが怖い」などの声がきかれ、ちょっ
としたサポートやひと声かけてもらう大切さを体感していました。

声をかけてくれるとたすかります
バリアフリーを考える・体験する一日

▲車いすの不安定さなどを体験

▲地域全体で見守ることで安心な暮らしを

▲サンドアートで表現された政夫と民子

▲サンドアート
パフォーマン
スは１９９６年
から始まった
芸術分野です

ふな もと けい   た あ   らん
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健 や かに育て アイドル我が家の ★
★

我が家のアイドルを募集しています。 お子さん（就学前まで）の
写真を掲載しませんか。問市民自治支援課 ☎0475（80）0152

いつもニコニコ顔で、みんなに笑顔を振
り舞いています。
早く大きくなって、大好きなお兄ちゃん
とたくさん遊ぼうね♡（埴谷）

H26.５.23生
並木　優河くん

ゆうが

ケンカして怒ったり、泣か
されたり…
それでもお互いが大好き
ですぐに仲直り。
２人のおかげでいつもに
ぎやかな我が家です。
みんなを笑顔にしてくれ
てありがとう。（五木田）

石川　海翔くん
H25.9.2生

ひろと

石川　海琉くん
H22.8.24生

かいり

▶ 大人になってふと「自分の夢ってなんだろう」と考えることがあります。４ページの福田
選手にインタビューしたときに、将来像を明確にイメージしながら努力すると夢は叶うん
だなと感じました。キラキラオーラの福田選手の今後のご活躍を祈念しております。
今年もカメラ片手にいろいろな場所にお邪魔しますので、どうぞよろしくお願いします。（N）
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みやすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境に配慮した「大豆インク」
を使用しています。

編集後記




